
精神科 

廣常秀人 

 当科に入院病床がなく、コンサルテーション－リエゾン精神医学・医療に重点を置いていること

から、同領域における研究が中心となっている。全国規模の自殺未遂患者への介入研究、HIV患者

への精神医学的介入に関する研究を主としているが、緩和ケア領域、発達障害や虐待などの小児領

域など他科・他職種と共同・連携して研究を進めていきたい。また各医員の専門領域に関わる臨床

研究についても各員の努力で研究を続けている。 

（なお、がんサポートチーム、臨床心理室と共同の業績については重複を避けるため割愛している。

各項を参照されたい。） 
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